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街
づ
く
り
と
防
災

1
福
岡
県
沖
地
震
の
教
訓
は
何
か
一

 
 
多
 
賀
 
直
 
恒

(
福
岡
大
学
教
授
、
都
市
災
害
管
理
学
)

1
 
地
震
に
強
い
街
づ
く
り
を
考
え
る

 
ω
 
専
門
の
立
場
か
ら
説
明
 
都
市
災
害
管
理
学
と

は
一
体
何
か
 
自
然
災
害
と
地
域
の
安
全
を
ど
の
よ
う

に
考
え
る
か
、
こ
の
課
題
に
対
し
て
基
本
的
な
立
場
と

考
え
方
を
先
ず
解
説
し
よ
う
。
従
来
は
、
地
震
災
害
を
、

地
震
学
・
地
質
学
・
建
築
学
・
土
木
工
学
・
地
盤
工
学

な
ど
の
個
別
科
学
で
捉
え
て
い
た
が
、
時
代
の
、
変
化
・

社
会
の
変
化
に
よ
り
災
害
現
象
も
複
雑
に
な
り
単
純
な

専
門
分
野
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
だ
け
で
は
根
本
的
な
解

決
が
得
ら
れ
な
く
な
っ
た
、
地
震
災
害
の
発
生
か
ら
初

動
対
応
・
緊
急
対
応
を
経
て
復
旧
・
復
興
を
ど
の
よ
う

に
計
画
す
る
か
な
ど
自
然
科
学
的
手
法
か
ら
人
文
科
学

や
社
会
科
学
な
ど
の
協
力
を
得
て
全
体
的
で
有
機
的
な

解
決
が
得
ら
れ
る
。
八
年
前
に
九
州
大
学
大
学
院
に
都

市
災
害
管
理
学
と
い
う
新
し
い
講
座
を
創
設
し
た
。
そ

の
実
践
の
場
と
し
て
福
岡
県
沖
地
震
の
災
害
を
見
る
1

建
築
の
構
造
を
専
門
に
研
究
を
始
め
て
地
震
災
害
と
の

出
会
い
は
、
一
九
六
四
年
の
新
潟
地
震
・
一
九
六
八
年

の
十
勝
沖
地
震
を
契
機
に
以

来
四
〇
年
に
及
ぶ
、
そ
の
間
、

建
築
か
ら
見
る
と
建
築
構
造

や
建
築
計
画
の
課
題
と
し
て

は
、
耐
震
・
耐
風
工
学
と
都
市

計
画
、
更
に
工
学
の
立
場
で

は
、
工
学
か
ら
計
画
へ
地
震
防

災
や
地
域
防
災
計
画
な
ど
の

融
合
を
図
り
地
震
災
害
だ
け

で
な
く
、
水
害
・
土
砂
災
害
・

豪
雪
・
竜
巻
な
ど
の
災
害
を
総

合
的
に
扱
う
防
災
工
学
か
ら

防
災
計
画
へ
と
関
心
は
移
り
、
自
然
科
学
か
ら
社
会
科

学
・
人
文
科
学
を
含
め
た
文
理
融
合
型
の
学
際
的
研
究

を
行
う
「
環
境
と
防
災
」
を
対
象
に
し
た
新
し
い
学
問

の
分
野
と
ア
プ
ロ
ー
チ
を
志
向
し
て
人
間
環
境
学
と
い

う
大
学
院
の
分
野
畢
都
市
共
生
デ
ザ
イ
ン
と
い
う
専
攻

で
都
市
・
建
築
・
人
間
の
問
題
を
総
合
的
に
研
究
す
る

場
を
創
設
し
た
。

 
②
 
防
災
と
い
う
仕
事
の
重
み
 
社
会
的
な
責
任
の

自
覚
 
災
害
は
、
国
民
や
住
民
を
日
常
的
な
生
活
か
ら

危
機
的
な
状
況
に
瞬
時
に
し
て
改
変
す
る
。
日
常
性
へ

の
復
活
は
場
合
に
よ
っ
て
は
、
困
難
で
あ
り
多
く
の
経

済
的
・
技
術
的
・
人
間
的
な
解
決
が
必
要
に
な
り
そ
の

た
め
の
社
会
的
な
仕
組
や
制
度
が
必
要
で
あ
る
が
、
現

状
で
は
必
ず
し
も
そ
れ
に
十
分
対
応
し
答
え
て
い
な

い
。
個
人
の
力
で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
状
況
を
国
や

行
政
が
支
援
し
た
り
す
る
政
府
・
国
・
行
政
 
役
割
と

責
任
が
重
要
性
を
も
っ
て
い
る
。
一
方
、
住
民
の
立
場

か
ら
自
立
す
る
市
民
と
し
て
自
力
で
立
ち
直
る
努
力
も

成
な
ど
災
害
に
関
す
る
多
く
の
問
題
は
幾
の
風
土
・
禰

文
眈
に
謬
訓
の
継
承
と
定
着
震
災
経
験
を
懸
醐

承
し
伝
承
し
て
社
会
の
仕
組
へ
定
着
さ
せ
て
い
く
こ
と
關
鼻
唄

を
考
え
る
。
我
々
は
ど
の
よ
う
に
し
て
災
害
か
ら
教
訓

を
学
ん
で
き
た
か
、
震
災
の
経
験
を
後
世
に
語
り
継
こ
一

ぎ
、
同
じ
被
害
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
は
、
そ
の
原
認

因
を
究
明
し
て
災
害
防
止
と
災
害
軽
減
の
教
訓
を
伝
え
配
轄

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
災
害
は
人
間
社
会
と
自
然
現
象
病
倒

の
接
点
で
生
じ
る
、
災
害
は
そ
の
時
代
の
生
活
習
慣
と
随
ご

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
く
す

社
会
の
仕
組
み
や
構
造
に
よ
っ
て
大
き
く
影
響
を
受
け
づ
ま

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
域
り

る
、
関
東
大
震
災
の
時
代
の
社
会
と
阪
神
大
震
災
の
状
蝿
継

況
は
時
代
が
七
〇
年
違
い
社
会
構
造
が
大
き
く
変
化
し
輌
撃

て
い
る
.
 
時
代
を
超
え
て
も
普
遍
的
な
事
項
と
生
活
様
渤
喧

式
や
社
会
翼
に
よ
り
変
化
す
る
も
の
な
ど
、
災
害
書
痴

験
を
検
証
し
て
見
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。
そ
の
意
味
「
い

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ム
ロ
さ

で
自
然
災
害
は
時
代
と
社
会
の
反
映
で
も
あ
り
、
災
害
郎
だ

は
時
代
と
社
会
と
共
に
進
化
す
る
.
 
・
の
状
況
の
中
で
高
聞

災
害
の
教
訓
を
検
証
し
継
承
し
定
着
さ
せ
て
い
く
努
力
豚
糾

が
峨
々
に
課
せ
裏
た
重
要
な
課
題
で
も
髪
謝

 
砕
福
岡
地
震
か
ら
何
を
学
ん
だ
か
一
震
災
の
教
訓
紀
鋤

は
1
中
部
樹
は
(
東
京
都
立
大
学
)
古
典
的
災
害
で
躍
韻

必
要
で
あ
る
。
災
害
の
研
究
者
や
学
者
は
社
会
的
な
自

覚
と
説
明
責
任
を
も
っ
て
国
家
と
個
人
の
間
の
ギ
ャ
ッ

プ
を
埋
め
る
べ
く
努
力
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
現
代
の

よ
う
な
情
報
化
社
会
に
あ
っ
て
は
、
マ
ス
コ
ミ
報
道
の

社
会
的
な
意
見
形
成
が
そ
の
間
に
あ
っ
て
重
要
な
役
割

を
担
っ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
社
会
環
境
を
整
備
す
る

に
は
、
災
害
の
経
験
を
継
承
す
る
国
民
的
な
文
化
の
創

造
へ
の
努
力
、
地
域
的
社
会
的
人
間
的
な
連
帯
感
の
形
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あ
り
何
ら
新
し
い
現
象
は
な
く
過
去
の

経
験
を
活
か
せ
ば
防
げ
た
災
害
で
は
な

か
っ
た
か
と
喝
破
し
て
い
る
(
朝
日
新

聞
)
。
し
か
し
、
そ
こ
に
は
巨
大
都
市
の

中
心
で
発
生
し
た
都
市
型
の
地
震
被
害

と
地
方
都
市
の
離
島
や
都
市
の
外
縁
で

生
じ
た
地
震
被
害
の
差
が
あ
り
、
詳
細

に
被
害
現
象
を
分
析
す
れ
ば
学
ぶ
べ
き

教
訓
は
い
く
ら
で
も
存
在
す
る
。

 
震
度
6
弱
だ
か
ら
こ
そ
よ
く
見
え
て

ぐ
る
地
震
災
害
の
現
れ
方
か
ら
、
個
別

の
被
害
現
象
が
明
確
に
確
認
で
き
、
過

去
の
震
害
経
験
を
呼
び
覚
ま
す
働
き
が

あ
る
。
玄
界
島
の
被
害
現
象
に
こ
そ
そ

の
原
点
が
あ
る
。
地
震
国
日
本
で
も
福

岡
で
は
地
震
が
起
こ
ら
な
い
と
考
え
ら

れ
た
場
所
で
地
震
が
起
こ
っ
て
災
害
が

発
生
し
た
。
し
か
し
神
戸
で
も
同
じ
こ

と
が
言
わ
れ
た
。

 
福
岡
で
は
地
震
は
来
な
い
と
い
う
風

評
と
福
岡
市
の
地
震
環
境
と
し
て
は
、

明
治
時
代
に
糸
島
の
地
震
く
ら
い
で
、

想
定
外
の
地
震
と
い
わ
れ
る
由
縁
が
あ

る
。
警
固
断
層
と
の
関
係
も
余
震
分
布

か
ら
何
ら
か
の
関
連
付
け
が
現
在
行
わ

れ
て
い
る
。
福
岡
に
住
む
住
民
と
し
て

地
震
災
害
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
べ
き

か
、
玄
界
面
の
被
害
の
実
態
を
知
り
福

岡
市
中
心
部
の
被
害
状
況
を
具
体
的
に

観
察
し
て
都
市
災
害
と
し
て
の
視
点
を

確
認
し
て
お
く
こ
と
は
必
要
な
こ
と
で

は
な
い
か
。
玄
界
島
は
周
囲
四
㎞
余
の

小
さ
な
島
で
は
あ
る
が
、
被
害
の
様
相

を
よ
く
視
る
と
多
く
の
重
要
な
災
害
上

の
問
題
を
秘
め
て
い
る
、
そ
の
真
の
姿

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
災
害
研
究
者

の
務
め
で
は
な
い
か
。
住
宅
地
と
な
っ

て
い
る
南
斜
面
の
造
成
地
、
一
部
は
急

傾
斜
地
崩
壊
危
険
地
域
に
指
定
さ
れ
て

い
る
。
仙
台
市
緑
ヶ
丘
や
釧
路
市
の
翠

が
丘
と
は
違
っ
た
新
興
住
宅
地
で
は
な

い
歴
史
的
環
境
の
中
で
斜
面
に
切
り
盛

り
造
成
さ
れ
た
石
積
擁
壁
で
段
差
を
維

持
す
る
宅
地
が
雛
壇
状
に
形
成
さ
れ
狭

隆
な
路
地
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
敷
地
に

ほ
ぼ
一
杯
に
建
て
ら
れ
て
き
た
住
宅
が

密
集
し
て
い
る
姿
は
離
島
で
の
居
住
形

式
の
一
つ
の
典
型
で
あ
る
こ
の
立
地
条

件
で
至
近
距
離
に
発
生
し
た
直
下
の
地

震
の
直
撃
を
受
け
て
二
二
〇
世
帯
七
〇

〇
人
の
島
民
は
地
震
発
生
の
そ
の
日
の

内
に
全
員
福
岡
市
内
へ
避
難
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
。
福
岡
市
職
員
の
緊
急
の
建

物
被
災
度
調
査
に
よ
る
と
、
危
険
及
び

要
注
意
と
判
定
さ
れ
た
も
の
が
八
割
に

達
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
阪
神
大
震
災

時
で
の
約
三
分
の
一
に
比
し
て
格
段
に

大
き
い
値
で
あ
り
被
害
の
す
さ
ま
じ
さ

を
示
し
て
い
る
。

本震と余震分布図1

2
 
福
岡
地
震
の
被
害
状
況

 
ω
 
今
回
の
地
震
の
概
要
と
特
徴
と

被
害
統
計
 
二
〇
〇
五
年
三
月
二
〇
日

午
前
一
〇
時
五
三
分
福
岡
県
沖
で
マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド
M
7
が
発
生
し
た
。
玄
界

島
で
震
度
W
弱
 
死
者
一
名
、
負
傷
者

千
人
弱
、
家
屋
被
害
一
千
棟
、
避
難
民

二
八
七
六
人
、
被
害
総
額
は
、
数
千
億

円
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
一
被
害
の
全

体
像
 
福
岡
県
沖
地
震
-
本
震
と
余
震

 
(
図
1
、
表
1
)

 
福
岡
県
被
害
累
計
死
者
一
負

傷
者
一
〇
五
八
 
家
屋
被
害
 
全
壊
一

二
八
棟
 
半
壊
二
〇
四
棟
 
一
部
破
損

     表1 被害統計

梧岡県西方沖地震による被害状況(5月2日余震分含む)
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福
岡
市
 
家
屋
の
応
急
判
定

 
三
月
二
六
日
実
施
 
調
査
済

み
二
四
六
〇
棟
 
危
険
感
八
六

(一

ﾜ
・
七
％
)
 
要
注
意
八
二

六
 
(
一
二
一
二
・
六
％
)

 
玄
界
島
 
全
二
二
五
棟
 
危

険
一
二
七
(
五
六
・
四
％
)
 
要

注
意
五
五
(
二
四
・
四
％
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西
浦
地
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危
険
月
数
二

八
要
注
意
二
三
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震
源
に
近
い
玄
界
言
及
び
警
固
断
層

近
く
の
薬
院
・
大
名
・
今
泉
・
天
神
な

ど
福
岡
市
中
心
部
の
被
災
現
場
を
調
査

し
て
、
そ
の
被
害
の
規
模
と
実
態
を
視

察
し
て
過
去
の
震
害
経
験
を
想
起
し
被

害
の
様
相
に
唖
然
と
し
た
。
こ
れ
ま
で

に
福
岡
で
は
全
く
経
験
し
た
こ
と
の
な

い
規
模
と
ス
ケ
ー
ル
で
の
地
震
災
害
で

あ
っ
た
。
(
図
2
、
図
3
)

 
地
域
に
生
活
す
る
防
災
研
究
者
と
し

て
、
我
が
街
、
我
が
地
域
は
は
た
し
て

地
震
に
対
し
て
の
備
え
は
ど
う
で
あ
っ

福岡市内の被害集中地域図2

「o■・■■. ■. 鰯. 鳳国一閲8国一国，■■■■■■■■■■■

＝   研究所第28回遷都開く   ＝
                                                    

■ 研究所は5月14日、福岡市内で第28回目の総会を開催し、会匿
. 員以外も含め64名が参加しました。新聞社4社からの取材もあ■
. りました。まず第一部が「街づくりと防災…福岡県西:方沖地震のロ
＝教訓は何か」と題する記念講1寅で、講師は多賀直恒・關大学教1

■授(九州大学名誉教授、都市災害管理学)にお願いしました。よ■

■もや地震などないと思われていた福岡都市圏での3月20日のマ1
■グニチュード7という地震を受けての講演だけに、各方面からの■
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. き、地震は防げないが対策を取れば取っただけ効果があると力説■

■し、地域や個人、行政がしっかりと防災意識をもち、都市の安全. 
1性を高めていく必要性を訴えました・(こ傭演は本号に収録)＝

纏 第二部が総会議事で、経過報告と事業計画、決算、監査報告、一

騒予算、方針、役員選出などの議案は全員の拍手で承認されました。■

巳議事終了後は、近所の食堂に席を移して、多賀先生を囲んでの懇■
■                                               ■

■親会に花が咲きました。                 ■
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天神付近の地下構造図3

博多粘

た
の
か
と
自
問
し
て
み
た
。
こ

れ
ま
で
の
経
験
か
ら
、
も
し
同

じ
規
模
の
地
震
が
発
生
し
た

ら
類
似
の
災
害
が
発
生
し
た

で
あ
ろ
う
こ
と
は
容
易
に
推

察
さ
れ
て
い
た
。
同
じ
様
な
地

震
に
対
す
る
地
域
の
脆
弱
性

を
有
し
て
い
る
か
ら
。

 
福
岡
は
日
本
で
も
一
番
地

震
と
は
縁
の
な
い
地
域
で
あ

り
そ
の
意
味
で
は
空
白
地
帯

で
は
な
い
が
想
定
外
の
地
震

で
あ
っ
た
。
地
震
活
動
度
の
低

い
地
域
で
の
地
震
で
あ
っ
た

し
震
度
6
弱
の
地
震
被
害
の

実
像
を
ど
の
よ
う
に
地
域
の
住
民
と
し

て
考
え
れ
ば
よ
い
の
か
。

 
地
震
や
災
害
の
専
門
家
の
指
摘
で
知

る
情
報
は
地
域
の
住
民
に
と
っ
て
ど
の

よ
う
な
対
応
を
求
め
て
い
る
の
か
、
防

災
行
政
の
初
動
体
制
と
対
応
が
ど
の
よ

う
に
行
わ
れ
た
の
か
、
マ
ス
コ
ミ
新
聞

報
道
は
災
害
状
況
を
十
分
に
伝
え
て
い

た
か
、
 
一
般
住
民
の
意
識
と
行
動
を

観
察
す
る
と
未
経
験
の
災
害
に
遭
遇
し

て
戸
惑
い
と
対
策
に
困
惑
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
被
害
現
象
と
地
域
に
住
む

人
々
の
姿
を
詳
細
に
観
察
し
記
録
に
と

ど
め
て
教
訓
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
こ

そ
必
要
で
は
な
い
か
。

 
②
 
福
岡
の
地
理
的
位
置
関
係
と
歴

史
的
地
震
環
境
 
震
源
域
と
余
震
域
お

よ
び
警
固
断
層
と
の
関
係
に
関
し
て
、

理
科
年
表
に
よ
る
と
歴
史
的
な
記
録
の

あ
る
＝
二
〇
〇
年
間
の
被
害
地
震
の
記

録
か
ら
、
福
岡
県
に
関
す
る
も
の
は
、

六
七
九
(
天
武
七
年
一
二
月
)
M
六
・
五
-

七
・
五
、
筑
紫
の
国
で
家
屋
の
倒
壊
多

く
幅
二
丈
、
長
さ
三
千
余
丈
の
地
割
れ

を
生
じ
た
。
明
治
三
一
年
八
月
一
〇
日

に
糸
島
半
島
で
地
震
が
発
生
し
、
家
屋

破
損
七
三
、
土
蔵
破
損
一
三
、
神
社
破

損
八
 
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
今
回
の

地
震
は
当
初
過
去
の
地
震
記
録
か
ら
警

固
断
層
と
の
関
係
は
当
初
は
な
い
と
い
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う
地
震
断
層
の
専
門
家
の
判
断
で
あ
っ

た
。 

倒
 
玄
油
島
の
被
害
の
実
態
と
復

旧
・
復
興
と
地
域
の
再
生
 
震
源
に
近

い
玄
界
島
は
周
囲
が
四
・
四
㎞
の
離
島

で
、
人
口
七
〇
〇
入
約
二
〇
〇
世
帯
の

住
民
が
主
産
業
で
あ
る
漁
業
を
営
ん
で

い
る
。
島
の
南
斜
面
に
密
集
し
た
集
落

が
集
中
し
車
が
走
れ
る
外
周
道
路
以
外

は
、
集
落
内
は
狭
隆
な
道
が
住
宅
を
結

び
斜
面
地
形
に
切
り
盛
り
し
た
雛
壇
的

な
造
成
地
を
形
成
し
て
住
宅
を
造
っ
て

き
.
 
た
。
石
積
擁
壁
は
地
震
で
前
面
と
後

面
で
崩
壊
し
建
物
の
倒
壊
を
増
長
さ
せ

て
い
る
。
玄
界
島
で
は
造
成
地
擁
壁
の

崩
壊
、
老
朽
木
造
家
屋
の
瓦
屋
根
の
滑

落
崩
壊
と
外
壁
剥
落
な
ど
が
主
要
な
被

害
で
あ
っ
た
。
震
度
6
弱
の
被
害
で
の

被
災
度
判
定
で
は
玄
界
島
の
全
住
宅
の

約
八
割
が
危
険
乃
至
は
要
注
意
で
あ
り

住
宅
に
住
め
る
可
能
性
の
あ
る
も
の
は

二
割
弱
で
あ
っ
た
。
効
用
の
状
況
に

あ
っ
て
島
民
は
地
震
の
発
生
し
た
そ
の

日
三
月
二
〇
日
に
全
島
避
難
を
決
定
し

福
岡
市
内
の
九
電
体
育
館
に
移
っ
た
。

(
図
4
、
図
5
、
図
6
)

 
同
 
建
築
構
造
的
な
被
害
 
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
柱
の
せ
ん
断
破
壊
 
高
層

住
宅
の
建
築
計
画
的
耐
震
性
の
未
整
備

 
都
市
部
の
集
合
住
宅
と
し
て
ア
パ
ー

玄界島の被害図4ト
や
マ
ン
シ
ョ
ン
被
害
は
、
本
震
で
全

壊
三
ヶ
所
。
半
壊
一
八
ヶ
所
、
一
部
破

損
三
三
五
ヶ
所
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

余
震
で
は
、
一
一
階
と
一
四
階
で
電
気

温
水
器
が
二
台
倒
れ
た
な
ど
の
軽
微
な

被
害
が
続
出
し
た
。
対
策
は
、
物
を
高

い
と
こ
ろ
に
お
か
ず
、
家
具
を
テ
ー
プ

で
止
め
た
な
ど
で
対
応
で
き
る
が
、
今

回
の
地
震
で
は
、
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
の

廊
下
側
出
入
り
口
を
含
む
構
面
で
玄
関

と
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
や
出
窓
等
に
挟

ま
れ
た
壁
が
せ
ん
断
破
壊
を
し
て
一
部

剥
落
す
る
と
同
時
に
出
入
口
の
ス
テ
ー

擁壁の被害図6屋根の被害図5ル
製
の
玄
関
ド
ア
枠
に
強
制
変
形
を
生

じ
て
ド
ア
枠
が
変
形
し
た
結
果
開
閉
不

能
に
な
る
状
況
が
生
じ
た
。
主
と
し
て

一
四
階
建
て
の
集
合
住
宅
で
中
間
層
か

ら
下
の
階
で
こ
の
種
の
被
害
が
生
じ
て

い
る
。
(
今
泉
二
丁
目
マ
ン
シ
ョ
ン
の

被
害
 
ド
ア
の
開
閉
不
能
)
こ
の
よ
う

な
建
築
構
造
上
は
地
震
に
耐
力
的
な
作

用
を
期
待
し
て
い
な
い
二
次
部
材
被
害

を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
住
人
の
避
難
障

害
に
な
る
よ
う
な
場
合
に
よ
っ
て
は
生

命
の
危
険
に
な
る
よ
う
な
状
況
が
生
じ

た
こ
と
は
重
大
な
問
題
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
被
害
経
験
は
既
に
一
九
七
八
年

の
宮
城
県
沖
地
震
で
同
様
規
模
の
集
合

仕
宅
で
生
じ
て
お
り
、
そ
の
基
本
的
な

対
策
は
出
入
口
を
構
造
部
材
が
通
る
構

面
を
避
け
て
建
築
計
画
的
に
平
面
を
構

成
す
る
こ
と
で
対
応
で
き
る
。
被
災
し

た
建
物
が
築
五
年
と
い
う
こ
と
か
ら
過

去
の
地
震
被
害
経
験
を
十
分
に
教
訓
と

し
て
学
習
し
て
お
れ
ば
防
げ
る
災
害
で
9

は
な
い
か
。
周
辺
に
存
在
す
る
こ
の
建

物
よ
り
古
い
建
築
年
で
被
害
を
受
け
て

い
な
い
も
の
が
多
数
あ
る
こ
と
を
考
え

れ
ば
、
こ
の
被
害
は
設
計
上
の
配
慮
が

十
分
で
な
か
っ
た
結
果
生
じ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。

 
福
岡
市
は
マ
ン
シ
ョ
ン
共
用
部
分
に

補
修
の
助
成
を
管
理
組
合
向
け
、
共
有

部
分
、
市
は
半
壊
以
上
の
マ
ン
シ
ョ
ン

を
補
修
す
る
際
に
居
住
で
き
な
い
住
民

に
は
、
市
営
住
宅
な
ど
の
空
室
を
有
償

で
貸
し
出
す
計
二
〇
戸
を
準
備
、
所

得
制
限
を
設
け
る
。
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ガラスの崩落と落下図7 
樹
 
福
岡
ビ
ル
の
窓
ガ
ラ
ス
の
落
下

 
何
故
ガ
ラ
ス
は
地
震
で
落
ち
た
か

(
図
7
)
 
市
街
地
事
務
所
ビ
ル
の
潜
在

的
危
険
性
 
窓
ガ
ラ
ス
の
地
震
対
策

国
土
交
通
省
 
全
国
で
調
査
さ
れ
た
三

万
二
七
三
六
棟
(
調
査
対
象
四
万
八
五

三
棟
)
の
内
、
国
の
基
準
を
満
た
さ
ず

ガ
ラ
ス
落
下
の
恐
れ
の
あ
る
建
築
物
は

｝
五
八
二
棟
 
こ
の
内
改
修
済
み
、
改

修
予
定
の
建
物
は
八
四
棟
に
留
ま
っ
て

い
る
。
九
州
山
口
で
は
、
調
査
し
た
五

四
八
六
棟
の
内
、
規
準
を
満
た
し
て
い

な
い
の
は
二
九
〇
棟
、
県
別
で
は
、
福

岡
は
七
二
棟
 
改
修
済
み
改
修
予
定
は

計
二
一
二
棟

 
建
築
基
準
法
に
基
づ
く
旧
建
設
省
の

一
九
七
八
年
の
告
示
は
、
地
震
の
際
、

ガ
ラ
ス
が
落
下
し
な
い
よ
う
に
ガ
ラ
ス

と
枠
の
接
合
部
に
軟
ら
か
い
ゴ
ム
を
使

用
し
た
り
、
ガ
ラ
ス
に
針
金
の
網
を
入

れ
る
よ
う
に
定
め
て
い
る
。

 
福
岡

県
内
四

一
五
棟

を
調
査

し
た
結

果
、
 
一

七
％
に

当
た
る

七
二
棟

で
窓
ガ
ラ
ス
が
こ
の
商
業
ビ
ル
と
同
じ

旧
基
準
で
施
工
さ
れ
て
い
た
と
発
表
し

た
。
問
題
と
な
っ
た
商
業
ビ
ル
の
窓
ガ

ラ
ス
は
、
窓
枠
と
ガ
ラ
ス
を
硬
い
パ
テ

で
固
定
す
る
施
工
法
を
取
っ
て
い
た
.
 

が
、
旧
建
設
省
は
一
九
七
八
年
に
窓
ガ

ラ
ス
の
施
工
法
に
つ
い
て
新
基
準
を
策

定
。
開
閉
不
可
能
な
「
嵌
め
殺
し
窓
」
を

設
け
る
場
合
に
は
、
硬
化
性
の
パ
テ
を

禁
じ
て
い
る
。
都
道
府
県
や
政
令
都
市

に
要
請
し
て
い
た
建
物
の
窓
ガ
ラ
ス
の

地
震
対
策
規
準
調
査
の
途
中

経
過
(
三
月
二
二
日
)

 
㈲
 
マ
ン
シ
ョ
ン
玄
関
ド

ア
の
開
閉
不
能
 
一
九
七
八

年
宮
城
県
沖
地
震
で
も
マ
ン

シ
ョ
ン
被
害
が
あ
っ
た
、
一
四

階
建
て
の
築
五
年
目
の
集
合

住
宅
が
杭
基
礎
の
被
害
と
二

次
壁
の
被
害
に
よ
り
廊
下
側

の
玄
関
で
入
り
口
が
開
閉
不

マンションの被害図8

能
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
設
計
上
の
平
面

計
画
上
の
対
策
が
検
討
さ
れ
た
。
今
か

ら
三
〇
年
近
く
前
の
被
災
経
験
で
あ

る
。
廊
下
側
の
出
入
り
口
と
ベ
ラ
ン
ダ

側
の
窓
出
入
り
口
が
塞
が
る
と
火
災
や

避
難
の
障
害
に
な
り
直
接
人
命
に
関
わ

る
問
題
で
あ
る
。

 
福
岡
地
震
で
も
市
内
中
心
部
の
マ
ン

シ
ョ
ン
の
林
立
す
る
地
域
で
比
較
的
最

近
に
設
計
施
工
さ
れ
た
建
物
で
同
様
の

玄
関
の
開
閉
が
出
来
な
く
な
る
被
害
が

発
生
し
た
。
建
物
は
地
震
時
に
変
形
す

る
の
で
柱
・
壁
・
外
壁
は
十
分
な
耐
力

を
有
す
る
と
共
に
構
造
体
の
変
形
に
追

随
し
建
物
の
基
本
的
な
機
能
を
維
持
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
耐
力
と
変
形

の
追
随
性
で
構
造
上
と
機
能
上
の
安
全

性
を
保
持
す
る
こ
と
が
建
物
の
安
全
設

計
の
基
本
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
一

時
的
に
し
ろ
、
火
災
や
避
難
に
対
し
て

鉄筋コンクリート構造の被害図9
生
命
の
安
全
が
脅
か
さ
れ
た
こ
と
は
重

大
な
問
題
で
あ
る
。
(
図
8
、
図
9
)

 
ω
 
居
住
空
間
内
部
及
び
周
辺
の
耐

震
性
未
整
備
 
家
具
の
転
倒
と
ブ
ロ
ッ

ク
塀
の
倒
壊
、
住
ま
い
の
中
、
家
具
の

転
倒
な
ど
住
民
と
し
て
地
震
と
地
震
災

害
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
べ
き
か
。
住

宅
の
周
辺
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
倒
壊
で
死

者
が
発
生
し
た
。
そ
の
場
所
に
注
目
す

る
と
、
死
亡
し
た
糸
山
み
つ
江
(
七
五

歳
無
職
)
(
福
岡
市
博
多
区
吉
塚
四
丁

目
)
さ
ん
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
下
敷
き

に
な
っ
た
。
自
宅
近
く
の
路
上
で
倒
れ

て
き
た
高
さ
一
・
五
m
の
駐
車
場
の
ブ

ロ
ッ
ク
塀
の
下
敷
き
に
な
っ
た
。
病
院

に
運
ば
れ
た
が
圧
迫
に
よ
る
内
出
血
で

六
時
間
後
に
死
亡
し
た
。
県
警
の
調
べ
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に
よ
る
と
、
糸
山
さ
ん
は
地
区
の
清
掃

活
動
か
ら
の
帰
り
だ
っ
た
。
自
宅
か
ら

約
二
〇
m
ほ
ど
の
所
で
一
緒
に
参
加
し

た
人
と
立
ち
話
を
し
て
い
て
、
崩
れ
た

塀
の
下
敷
き
に
な
っ
た
。
周
囲
の
人
々

が
ブ
ロ
ッ
ク
を
取
り
除
い
て
す
ぐ
に
助

け
出
し
、
駆
け
つ
け
た
救
急
車
で
運
ば

れ
た
と
い
う
。
(
朝
日
新
聞
三
月
二
一

日
)
(
図
1
0
、
図
1
1
)

 
ブ
ロ
ッ
ク
塀
未
調
査
 
福
岡
市
「
地

震
な
い
と
」
(
朝
日
新
聞
三
月
二
二
日
)

震
度
六
を
記
録
し
た
福
岡
沖
地
震
で
、

倒
れ
た
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
下
敷
き
に
な
っ

て
女
性
が
死
亡
し
た
福
岡
市
で
は
、
こ

れ
ま
で
の
地
震
の
際
に
倒
壊
の
恐
れ
が

あ
る
塀
な
ど
危
険
箇
所
の
調
査
が
行
わ

れ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。
福
岡
県
は
二

一
日
、
余
震
で
老
朽
化
し
た
塀
が
さ
ら

に
倒
壊
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
し
て
危

険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
を
あ
ら
か
じ
め
撤
去

す
る
よ
う
に
呼
び
か
け
る
こ
と
を
決
め

た
。 

ブ
ロ
ッ
ク
塀
倒
壊
に
よ
る
死
亡
事
故

は
、
福
岡
市
博
多
区
の
古
い
住
宅
や
ア

パ
ー
ト
が
並
ぶ
場
所
で
起
き
た
。
細
い

路
地
に
、
高
さ
二
m
に
近
い
ブ
ロ
ッ
ク

塀
が
数
十
m
に
わ
た
っ
て
迷
路
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。
現
場
を
訪
れ
る
と
、

壁
に
無
数
の
深
い
亀
裂
が
入
り
、
傾
い

た
と
こ
ろ
が
三
箇
所
確
認
で
き
た
。

ブロック塀の倒壊図11家具の転倒10図
距
」
紀
勢

，
.
 
講
.
 

緊鱗i恩、翼
壁F'噛・・澱

.
 
窺
』

難
郷識馨

 
福
岡
市
防
災
課
に
よ
る
と
、
地
震
の

際
に
危
険
と
な
る
塀
や
建
物
な
ど
の
実

態
調
査
は
こ
れ
ま
で
一
度
も
し
た
こ
と

が
な
い
と
い
う
。
「
福
岡
市
は
地
震
が

起
こ
ら
な
い
と
思
っ
て
い
た
。
水
害
な

ど
の
被
害
を
主
に
想
定
し
て
い
た
」
と

話
し
た
。

 
県
建
築
指
導
課
に
よ
る
と
、
塀
は
、

住
宅
な
ど
と
と
も
に
新
築
す
る
場
合

は
、
行
政
の
強
度
検
査
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
る
が
、
塀
だ
け
を
作
る
場
合
は

検
査
は
必
要
な
い
と
い
う
。
「
塀
の
耐

震
性
は
検
査
か
ら
も
れ
る
こ
と
が
多

く
、
法
の
死
角
。
ど
れ
が
危
な
い
か
外

観
か
ら
は
分
か
ら
ず
把
握
は
困
難
」
と

話
す
。
一
九
七
八
年
の
宮
城
県
沖
地
震

で
死
者
二
七
人
の
内
一
六
人
が
ブ
ロ
ッ

ク
塀
や
石
塀
の
下
敷
き
に
な
っ
た
。

3
 
都
市
防
災
の
全
体
的
問
題

 
ω
 
平
成
一
五
年
三
月
に
ミ
ュ
ン
ヘ

ン
の
保
険
会
社
が
公
表
し
た
世
界
大
都

市
の
自
然
災
害
リ
ス
ク
指
数
の
評
価
に

よ
れ
ば
、
東
京
・
横
浜
は
主
要
五
〇
都

市
の
中
で
リ
ス
ク
が
格
段
に
高
い
と
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
は
各
都
市
に
つ
い
て

三
つ
の
視
点
 
①
危
険
発
生
の
可
能
性

(
地
震
・
台
風
等
の
発
生
危
険
性

＝
震
O
『
Ω
)
②
脆
弱
性
(
住
宅
の
構
造
特

性
、
住
宅
密
度
、
都
市
の
安
全
都
市
対

策
水
準
の
三
指
標
か
ら
構
成

く
巳
づ
Φ
類
σ
ま
蔓
)
③
危
険
に
さ
ら
さ
れ

る
経
済
評
価
(
経
済
上
の
影
響
規
模
に

関
連
す
る
指
標
国
×
b
O
ω
①
鳥
く
巴
二
Φ
ω
)

を
乗
じ
て
え
ら
れ
た
指
標
を
も
と
に
し

た
も
の
で
あ
る
。
(
図
1
2
)

 
 
世

 
 
穿
～
「
ず
口

 
世
界
保
健
機
構
芝
＝
○
は
、
都
市
発

展
の
基
本
条
件
と
し
て
、
安
全
性
 
健
、

康
性
/
利
便
性
/
快
適
性
の
四
つ
を
挙

げ
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
安
全
性
が
最

も
重
要
で
あ
る
。
安
全
性
は
都
市
の
最

低
限
の
条
件
で
あ
る
。

 
国
の
防
災
政
策
や
国
の
防
災
戦
略
は

中
央
防
災
会
議
が
定
め
る
中
央
防
災
計

画
が
基
本
で
あ
り
、
そ
れ
に
従
っ
て
都

道
府
県
の
対
応
と
し
て
地
域
防
災
計
画

が
策
定
さ
れ
て
き
た
、
阪
神
大
震
災
を

契
機
に
防
災
計
画
の
見
直
し
が
行
わ

れ
、
ま
た
国
の
防
災
戦
略
も
九
八
年
の

測
地
学
審
議
会
が
、
地
震
予
知
か
ら
地

震
防
災
へ
と
方
針
転
換
を
示
唆
し
て
か

  図12 都市の自然災害リスク
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ら
地
震
防
災
に
傾
斜
し
た
対
策
、
特
に

実
行
可
能
性
を
追
求
し
た
減
災
と
い
う

考
え
方
、
数
値
目
標
を
設
定
す
る
方
法

な
ど
新
し
い
計
画
が
策
定
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。

 
福
岡
県
の
地
域
防
災
計
画
は
、
風
水

害
対
策
が
主
要
な
分
を
占
め
阪
神
大
震

災
を
契
機
に
地
震
対
策
編
が
策
定
さ
れ

た
。
計
画
は
策
定
す
れ
ど
も
実
施
に
必

要
な
具
体
的
に
必
要
な
実
行
マ
ニ
ュ
ア

ル
や
関
係
部
局
や
地
域
鉦
民
へ
の
内
容

の
ブ
レ
ー
ク
ダ
ウ
ン
な
ど
の
具
体
的
な

作
業
は
進
展
せ
ず
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。

 
全
体
問
題
と
個
別
問
題
1
こ
れ
か
ら

の
都
市
防
災
の
あ
り
方
 
兵
庫
県
と
神

戸
市

 
阪
神
大
震
災
時
の
七
つ
の
教
訓
事
項

と
し
て
、
老
朽
木
造
家
屋
の
倒
壊
、
地

震
火
災
の
大
規
模
化
、
中
高
層
建
築
の

層
崩
壊
、
鉄
骨
柱
の
せ
ん
断
破
壊
、
新

幹
線
高
速
道
架
橋
の
崩
壊
、
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
被
害
に
よ
る
生
活
機
能
の
マ
ヒ
、

行
政
の
危
機
管
理
意
識
の
欠
如
 
な
ど

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

 
日
本
の
住
宅
都
市
構
造
の
基
本
的
問

題
は
、
先
に
指
摘
し
た
よ
う
に
住
宅
構

造
は
、
老
朽
化
と
維
持
管
理
不
良
、
都

市
構
造
は
、
密
集
住
宅
と
狭
隆
道
路
が

ネ
ッ
ク
で
あ
る
。

 
今
後
、
安
全
な
都
市
を
造
る
た
め
の

三
つ
の
段
階
と
し
て
、
D
 
都
市
の
危

険
性
を
認
知
す
る
 
地
震
動
の
想
定

の
 
都
市
防
災
の
目
標
を
設
定
す
る

震
度
V
で
安
全
 
の
 
都
市
防
災
計
画

の
策
定
を
す
る
 
対
策
の
選
定
と
実
施

方
法

 
図
 
福
岡
市
は
防
災
計
画
の
策
定
や

経
験
に
関
し
て
は
後
進
地
で
あ
っ
た
。

住
民
が
協
議
会
を
組
織
し
て
街
の
将
来

像
を
描
く
住
民
主
体
の
心
づ
く
り
や
人

工
島
に
代
表
さ
れ
る
都
市
経
営
の
手
法

な
ど
福
岡
市
も
神
戸
市
の
後
を
追
っ
て

い
た
。
震
災
が
日
本
の
都
市
計
画
に
与

え
る
影
響
は
非
常
に
大
き
い
、
そ
れ
だ

け
に
震
災
の
教
訓
を
し
っ
か
り
学
ば
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
福
岡
市
が
震
度
七

の
地
震
に
襲
わ
れ
た
ら
ど
う
な
る
か
。

耐
震
設
計
基
準
は
こ
の
地
域
は
関
東
圏

や
関
西
圏
に
比
較
し
て
二
割
の
低
減
規

定
が
あ
り
建
物
の
強
度
は
相
対
的
に
低

い
。
今
回
の
地
震
は
震
度
6
弱
で
あ

る
。 

福
岡
市
の
地
盤
は
、
基
本
的
に
は
典

型
的
な
海
岸
の
軟
弱
地
盤
地
帯
に
位
置

し
て
い
る
。
こ
の
際
、
都
市
圏
全
体
で

直
下
型
の
地
震
を
想
定
し
た
総
合
計
画

を
策
定
す
べ
き
で
あ
る
。
県
は
防
災
計

画
の
見
直
し
作
業
に
入
る
よ
う
だ
が
、

今
回
の
地
震
を
見
て
も
わ
か
る
よ
う
に

と
て
も
県
だ
け
で
は
手
に
負
え
な
い
。

 
実
際
は
被
災
地
の
周
辺
自
治
体
が
い

か
に
早
急
に
救
援
体
制
を
つ
く
れ
る
か

が
生
死
を
決
す
る
。
自
衛
隊
へ
の
出
動

要
請
を
含
め
、
県
と
市
、
都
市
圏
自
治

体
の
連
絡
を
ど
う
取
る
か
と
い
う
指
揮

命
令
系
統
の
問
題
、
市
や
行
政
の
境
を

越
え
た
避
難
所
の
確
保
i
こ
れ
ら
は
ま

だ
手
付
か
ず
で
あ
る
。

 
火
災
が
発
生
し
た
場
合
、
ど
こ
で
火

災
を
く
い
止
め
る
か
。
道
路
や
公
園
の

都
市
に
お
じ
る
防
災
機
能
を
い
か
に
整

備
す
る
か
。
水
や
電
気
、
ガ
ス
交
通
網

と
い
っ
た
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
、
消
防
水
利

や
生
活
飲
料
水
の
確
保
、
被
災
者
の
住

宅
再
建
や
生
活
支
援
の
た
め
の
社
会
的

な
シ
ス
テ
ム
の
確
保
を
ど
う
す
る
か
。

 
地
域
住
民
が
互
い
に
助
け
合
う
住
民

の
共
同
体
意
識
を
作
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。
都
市
の
中
の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー

ス
も
、
も
っ
と
必
要
で
あ
る
、
都
市
に

お
け
る
空
間
の
冗
長
度
を
い
か
に
導
入

す
る
か
防
災
の
課
題
で
あ
る
。
被
災
地

の
仮
設
住
宅
の
建
設
も
始
ま
っ
て
い

る
。
県
と
政
令
都
市
と
は
、
と
か
く
意

志
の
疎
通
が
疎
遠
な
場
合
が
多
い
が
、

こ
と
防
災
に
関
し
て
は
、
行
政
も
民
間

も
垣
根
を
越
え
て
、
早
急
に
知
恵
を
結

集
す
る
場
を
作
る
べ
き
で
あ
る
。
都
市

圏
防
災
計
画
を
真
剣
に
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
。

 
わ
れ
わ
れ
日
本
人
が
常
日
頃
抱
い
て

い
た
安
全
に
対
す
る
考
え
方
は
一
体
何

で
あ
っ
た
の
か
、
過
去
の
豊
富
な
地
震

被
害
体
験
を
有
し
そ
れ
を
教
訓
に
国
や

行
政
は
地
域
防
災
計
画
を
策
定
し
、
耐

震
設
計
法
を
幾
度
か
改
訂
し
て
世
界
で

も
先
端
的
な
対
応
が
出
来
て
い
た
。
一

般
国
民
も
地
震
に
対
す
る
意
識
は
高
い

と
い
え
る
。
そ
れ
は
こ
れ
ま
で
の
地
震

で
、
少
な
く
と
も
震
度
5
程
度
で
あ
れ

ば
火
を
消
す
意
識
は
ど
の
地
域
で
も
高

い
。4

 
我
々
の
住
む
福
岡
の
安
全
は
 
地

 
域
防
災
計
画
(
地
震
対
策
編
)

 
福
岡
の
街
に
住
む
多
く
の
人
々
は
、
.
 

福
岡
に
は
地
震
は
来
な
い
と
多
寡
を
く

く
っ
て
い
た
。
で
は
一
体
地
震
に
対
す

る
安
全
神
話
と
は
何
を
さ
し
て
い
る
の

か
、
地
域
の
防
災
意
識
が
薄
い
た
め
な

の
か
、
地
震
の
大
き
さ
が
未
曾
有
の
も

の
で
あ
っ
た
の
か
、
何
が
原
因
で
こ
の

よ
う
な
M
七
規
模
の
地
震
災
害
は
発
生

し
た
の
か
、
学
者
が
現
象
を
解
釈
し
た

り
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
が
行
政
の
対
策
の

無
さ
を
非
難
し
た
り
、
地
域
や
住
民
の

意
識
の
低
さ
を
指
摘
し
て
も
被
災
前
の

街
は
戻
っ
て
こ
な
い
。

 
今
我
々
に
課
せ
ら
れ
て
い
る
問
題

は
、
こ
の
地
震
災
害
を
契
機
に
こ
れ
か
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ら
の
地
域
や
都
市
や
街
を
地
震
に
対
し

て
ど
の
よ
う
に
安
全
に
造
っ
て
い
く
か

と
言
う
こ
と
で
あ
る
。

 
住
ま
い
の
安
全
を
ど
の
よ
う
に
考
え

る
か
。
1
街
は
安
全
か
、
福
岡
の
街
と

神
戸
と
は
人
口
や
都
市
構
造
な
ど
多
く

の
類
似
性
を
有
し
て
い
る
。
都
市
の
持

つ
災
害
脆
弱
性
に
関
し
て
は
、
こ
れ
も

木
造
密
集
地
域
や
人
工
島
、
既
存
不
適

格
建
築
物
の
存
在
な
ど
も
共
通
の
特
性

を
持
っ
て
い
る
。
過
去
の
災
害
の
歴
史

の
教
訓
に
学
ぶ
た
め
に
も
、
阪
神
大
震

災
の
教
訓
や
福
岡
地
震
の
体
験
を
有
効

に
活
用
し
た
防
災
計
画
が
求
め
ら
れ

る
。
福
岡
で
は
、
プ
レ
ー
ト
地
震
よ
り

は
都
市
直
下
の
断
層
運
動
に
よ
る
地
震

活
動
が
地
域
防
災
計
画
を
立
案
す
る
場

合
の
基
本
と
な
る
。
埋
め
立
て
地
や
人

工
島
な
ど
劣
悪
な
立
地
条
件
を
含
み
地

盤
条
件
を
十
分
考
慮
し
た
対
策
の
必
要

性
が
必
要
で
あ
る
。
都
市
の
安
全
に
は

災
害
投
資
と
し
て
の
経
済
コ
ス
ト
の
負

担
が
求
め
ら
れ
る
が
、
地
域
の
安
全
に

対
す
る
住
民
の
理
解
と
認
識
が
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
地
域
の
安
全
に
対
す
る

住
民
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
現
代
は
求
め

ら
れ
て
い
る
。

 
一
活
断
層
が
福
岡
県
に
は
五
つ
、
警

固
断
層
は
福
岡
市
の
真
ん
中
を
南
北
に

縦
断
し
て
い
る
。
こ
の
断
層
が
動
い
た

ら
ど
の
よ
う
な
被
害
が
生
じ
る
か
、
一

例
を
示
そ
う
。
1
木
造
の
全
壊
率
(
警

固
断
層
M
六
・
五
、
D
一
〇
㎞
の
場
合
、

九
州
大
学
大
学
院
三
重
野
解
析
)
地
震

の
被
害
は
単
に
構
造
体
の
被
害
に
留
ま

ら
ず
、
内
装
外
装
材
の
剥
落
落
下
や
、

家
具
調
度
の
転
倒
に
対
す
る
安
全
性
や

落
下
物
・
転
倒
物
・
ガ
ス
ボ
ン
ベ
な
ど
、

さ
ら
に
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
転
倒
や
石

塀
の
倒
壊
で
ん
災
が
発
生
す
る
。
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
の
耐
震
性
に
問
題
が
あ
る

と
、
断
水
と
停
電
と
ガ
ス
供
給
停
止
な

ど
が
都
市
生
活
を
苦
し
め
る
。
家
人
や

知
人
の
安
否
確
認
の
た
め
の
電
話
は
輻

榛
し
て
使
え
な
い
。
こ
の
よ
う
な
被
害

状
況
・
被
害
シ
ナ
リ
オ
を
も
と
に
地
域

の
安
全
計
画
は
策
定
さ
れ
る
。
(
図
1
3
、

図
1
4
)

図13 福岡県の活断層

図14 木造建築の被害率
5
 
こ
れ
か
ら
の
街
と
家
づ
く
り

 
地
震
に
強
い
都
市
造
り
を
考
え
る
場

合
、
都
市
の
安
全
を
考
え
る
上
で
何
が

問
題
か
、
住
宅
の
安
全
を
ど
の
よ
う
に

考
え
た
ら
よ
い
か
、
国
の
役
割
、
自
治

体
の
役
割
は
、
さ
ら
に
住
み
手
の
立
場

を
ど
の
よ
う
に
考
え
た
ら
よ
い

か
。 

D
 
日
米
地
震
災
害
の
比
較

 
一
日
米
の
地
震
災
害
の
比
較

か
ら
、
日
本
の
都
市
構
造
の
問

題
と
建
築
の
側
の
問
題
点
が
明

ら
か
に
な
る
。
一
九
九
四
・
一
・

一
七
米
国
Z
O
答
耳
δ
σ
Q
Φ
地
震
と

一
九
九
五
・
丁
一
七
の
日
本
阪

神
大
震
災
を
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
、
死
者
数
、
被
災
棟
数
、
火
災

の
発
生
件
数
と
延
焼
面
積
、
被

し＿、ノ

害
額
を
み
る
と
、
そ
の
数
値
的
な

組
み
合
わ
せ
を
示
す
と
、
(
M

六
・
八
 
七
・
二
)
(
死
者
六
一

人
六
四
〇
〇
人
)
(
被
害
棟
数

 
一
二
〇
〇
〇
棟
 
二
四
八
○

○
○
棟
)
(
火
災
 
一
〇
〇
件

二
九
四
件
)
(
延
焼
 
三
筥
 
七

〇
診
)
(
被
害
額
 
三
兆
円
 
一

方
の
問
題
で
あ
る
。

と
し
て
、

公
園
の
防
災
機
能
、

木
造
住
宅
の
密
集
地
と
狭
隆
道
路
の
存

在
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
耐
震
性
と
都
市

機
能
マ
ヒ
 
消
防
水
利
、
同
時
多
発
の

地
震
火
災
の
対
応
、
防
災
拠
点
 
病
院

と
学
校
の
災
害
時
の
機
能
、
避
難
場
所

な
ど
が
指
摘
で
き
る
。
一
方
、
建
築
構

造
の
問
題
と
し
て
は
、
住
宅
の
老
朽
化

と
管
理
不
全
、
既
存
不
適
格
建
築
物
の

改
善
、
高
齢
者
や
災
害
弱
者
の
介
護

構
造
体
の
耐
震
性
な
ど
ハ
ー
ド
対
策
、

居
住
空
間
内
部
の
耐
震
性
未
整
備
の
状

況
、
家
屋
の
外
部
周
辺
の
転
倒
物
落
下

物
危
険
性
、
周
辺
住
民
の
日
常
の
連
帯

感
の
形
成
と
い
っ
た
課
題
の
解
決
が
必

要
で
あ
る
。

 
勿
 
都
市
発
展
の
基
本
条
件
 
一
都

O
兆
円
)
で
あ
る
。
こ
の
違
い
は
、

日
本
と
ア
メ
リ
カ
の
都
市
構
造

と
住
宅
建
築
の
社
会
的
な
あ
り

 
 
 
 
 
都
市
構
造
の
問
題

 
都
市
計
画
的
見
地
か
ら
道
路

 
 
 
 
 
空
間
の
冗
長
度
、
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市
防
災
計
画
の
在
り
方
は
、
二
つ
の
要

件
が
必
要
で
あ
る
。

 
ω
 
実
行
可
能
性
 
現
実
に
実
行
で

き
る
計
画
で
あ
る
こ
と
 
絵
に
描
い
た

餅 
図
 
更
新
改
訂
性
 
見
直
し
や
変
更

を
容
易
に
出
来
る
こ
と
 
社
会
や
時
代

の
変
化
や
人
間
の
生
活
様
式
や
意
識
の

変
化
に
追
随
出
来
る
よ
う
に
計
画
を
す

る
。
こ
れ
が
防
災
の
基
本
条
件
で
あ

る
。 

の
 
防
災
都
市
計
画
の
基
本
的
視
点

 
1
。
総
合
性
↓
 
ハ
ー
ド
対
策
の
充

実
が
重
要
で
あ
り
、
住
宅
の
耐
震
化
と

ソ
フ
ト
と
し
て
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

 
2
 
日
常
性
↓
 
地
震
災
害
だ
け
の

た
め
で
な
く
非
日
常
性
を
日
常
性
の
生

活
の
中
に
組
み
込
む
努
力
が
必
要
で
あ

る 
3
。
地
域
性
↓
 
地
域
固
有
の
自
然

条
件
、
社
会
的
な
環
境
、
歴
史
的
状
況

を
考
慮
し
た
対
策
と
社
会
的
仕
組
み
が

 
4
 
民
主
性
↓
 
地
域
住
民
が
積
極

的
に
参
加
し
た
市
民
主
体
の
都
市
防

災
、
そ
の
た
め
に
は
情
報
公
開
と
情
報

の
共
有
化

 
抽
象
的
理
念
的
な
都
市
防
災
か
ら
具

体
的
実
践
的
な
都
市
防
災
へ

 
紛
 
避
難
し
た
人
3
2
万
人
 
救
助

し
た
人
三
万
五
千
人

 
阪
神
大
震
災
で
は
、
凡
そ
一
〇
万
棟

の
建
築
が
全
壊
し
六
四
三
三
人
の
犠
牲

者
を
出
し
た
、
死
者
の
原
因
の
九
割
が

建
物
の
倒
壊
に
よ
る
も
の
で
、
木
造
住

宅
の
老
朽
化
が
主
因
で
あ
っ
た
。
約
一

割
の
人
々
が
建
物
の
火
災
に
よ
る
犠
牲

で
あ
っ
た
、
ガ
ス
漏
れ
や
通
電
に
よ
る

火
に
よ
り
火
災
が
発
生
し
密
集
市
街
地

に
よ
る
延
焼
な
ど
に
よ
る
も
の
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。
阪
神
地
区
の
木
造
住
宅

は
五
一
万
六
八
八
二
棟
の
内
、
被
害
を

受
け
た
も
の
が
一
八
万
一
六
六
三
棟
で

被
害
率
は
三
三
・
六
九
％
、
震
度
 
の

被
害
で
あ
る
。
被
害
が
、
点
か
ら
線
状

に
面
的
に
拡
大
し
て
い
く
都
市
構
造
と

建
築
構
造
に
基
本
的
問
題
が
あ
っ
た
。

 
三
万
五
千
人
の
生
埋
め
者
の
救
命
と

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
重
要
性
 
建
物
の

倒
壊
に
よ
り
生
埋
め
に
な
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
人
数
の
数
値
は
定
か
で
は
な
い

が
専
門
家
の
推
定
に
よ
る
と
約
三
万
五

千
人
程
度
と
言
わ
れ
て
い
る
。
倒
壊
に

よ
り
家
屋
の
倒
壊
に
よ
り
埋
も
れ
た

人
々
を
助
け
た
の
は
、
家
人
や
近
隣
の

人
々
に
よ
る
も
の
が
八
割
を
占
め
た
、

防
災
機
関
で
あ
る
警
察
・
消
防
や
自
衛

隊
は
諸
般
の
理
由
で
現
場
到
着
が
遅
れ

救
命
活
動
が
遅
れ
て
生
存
率
も
低
か
っ

た
。
こ
の
震
災
に
よ
る
死
者
と
救
命
者

の
状
況
か
ら
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
の
対
策

が
求
め
ら
れ
る
。
先
ず
、
脆
弱
な
住
宅

を
耐
震
化
し
て
建
物
の
崩
壊
を
地
震
か

ら
守
る
こ
と
が
一
番
重
要
な
こ
と
で
あ

る
。
倒
壊
し
た
建
物
の
下
敷
き
に
な
っ

た
人
々
を
救
う
た
め
に
は
日
常
か
ら
地

域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
緊
密
に
し
て

緊
急
時
に
助
け
合
う
環
境
を
育
成
し
て

お
く
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
こ
と
は
論
を

図15 6000人の死者の原因

 
 
醸

」欄

ﾕ
躍
・

なってい就
噂藁期。”昨脚

待
た
な
い
。
福
岡
地
震
で
経
験
し
た
震

度
 
弱
の
被
害
経
験
か
ら
震
度
 
の
被

害
状
況
を
想
像
し
イ
メ
ー
ジ
し
て
対
策

を
考
え
る
こ
と
は
難
し
い
が
そ
の
違
い

を
十
分
に
認
識
し
て
お
く
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。
(
図
1
5
)

 
の
 
死
者
の
原
因
と
都
市
の
ス
ト
ッ

ク 
日
本
の
既
存
住
宅
ス
ト
ッ
ク
の
脆
弱

な
耐
震
性
の
問
題
 
「
四
七
〇
〇
万
棟

が
日
本
全
国
の
建
築
物
の
概
数
で
あ

る
、
そ
の
内
、
「
一
八
五
〇
万
棟
」
が
一

九
八
一
年
“
新
耐
震
設
計
法
”
以
前
に

建
設
さ
れ
た
も
の
で
、
二
一
五
〇
万

棟
」
こ
の
内
で
 
“
新
耐
震
設
計
法
”

が
要
求
し
て
い
る
耐
震
安
全
基
準
以
下

は
六
割
が
、
「
既
存
不
適
格
」
な
建
築
物

が
日
本
中
に
建
っ
て
い
る
こ
と
に
な

る
。
こ
れ
は
日
本
の
重
要
な
社
会
問
題

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
建
物
を
如
何
に
耐

震
診
断
し
耐
震
補
強
す
る
か
。

 
応
急
危
険
度
判
定
と
は
、
大
地
震
が

発
生
し
た
場
合
、
被
災
し
た
住
宅
に
継

続
し
て
住
め
る
の
か
専
門
家
が
直
後
に

目
視
で
緊
急
判
断
し
て
危
険
な
建
物
に

は
赤
紙
を
、
危
険
要
因
が
想
定
さ
れ
る

「
要
注
意
」
な
住
宅
に
は
黄
色
の
張
り

紙
を
、
一
応
目
視
で
は
危
険
は
な
い
と

い
う
も
の
に
は
「
調
査
済
み
」
の
判
断

を
示
す
も
の
で
あ
る
。
阪
神
大
震
災

後
、
建
築
士
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
一
/

2
2
1
2
/
9
の
問
に
、
建
築
士
・
危

険
度
判
定
耳
環
〇
六
八
人
に
よ
り
阪
神

地
区
の
被
災
建
築
物
住
宅
の
危
険
度
判

定
を
し
た
。
そ
の
総
数
四
六
六
一
〇
棟

の
住
宅
に
つ
い
て
危
険
度
判
定
が
さ
れ

た
。
内
容
は
、
「
危
険
」
赤
六
六
四
七
棟

 
一
四
％
、
「
要
注
意
」
黄
九
三
〇
二
棟

 
二
〇
％
、
「
安
全
」
聖
王
〇
八
三
二
棟

 
六
六
％
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
対
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象
と
し
た
住
宅
の
一
/
3
が
危
険
な
い

し
要
注
意
で
あ
っ
た
。
住
ま
い
の
安
全
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を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か

減
災
へ
(
図
1
6
)
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防
災
か
ら

6
 
安
全
と
安
心
の
都
市
像

 
福
岡
県
沖
地
震
の
災
害
を
経
験
し
て

学
ぶ
べ
き
震
災
の
教
訓
と
は
何
か
、
教

訓
と
課
題
と
し
て
は
、
今
年
は
阪
神
大

震
災
か
ら
一
〇
年
目
の
節
目
に
あ
り
、

東
海
・
東
南
海
・
南
海
の
三
巨
大
地
震

が
迫
る
と
い
わ
れ
て
い
る
中
で
、
福
岡

の
地
震
経
験
を
ど
う
活
か
す
が
重
要
な

課
題
と
な
る
。
こ
れ
ま
で
の
被
害
を
詳

細
に
分
析
す
る
と
、
過
去
の
経
験
を
も

と
に
対
策
を
立
て
て
い
れ
ば
防
げ
た
被

害
は
多
い
し
、
そ
の
た
め
に
は
、
防
災

の
専
門
家
ば
か
り
で
な
く
、
「
建
物
の

オ
ー
ナ
ー
は
自
覚
を
持
た
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
「
研
究
者
も
も
っ
と
発
言
し

て
提
言
す
べ
き
で
あ
る
」
「
平
日
を
想

定
し
た
検
証
と
対
策
に
も
見
直
し
が
必

要
で
あ
る
」
が
要
点
で
あ
る
。

 
災
害
情
報
を
見
る
場
合
、
「
福
岡
九

州
北
部
の
地
震
活
動
の
予
測
は
、
三
〇

年
以
内
に
震
度
6
弱
以
上
の
揺
れ
に
な

る
確
率
が
○
・
一
～
○
・
四
」
「
確
率
が

高
い
ほ
う
が
先
に
起
こ
る
と
は
限
ら
な

い
」
「
震
度
7
に
比
べ
震
度
6
は
遭
遇

す
る
頻
度
も
高
い
、
福
岡
は
決
し
て
安

全
地
帯
で
は
な
い
」
更
に
、
防
災
戦
略

と
し
て
、
「
被
害
が
軽
か
っ
た
か
ら
次

も
同
じ
揺
れ
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
」

「
目
に
付
く
被
害
に
と
ら
わ
れ
て
い
る

と
本
当
の
問
題
が
見
え
な
く
な
る
」

「
こ
の
地
震
か
ら
い
か
に
想
像
力
を
働

か
せ
る
か
が
問
わ
れ
る
」
こ
れ
ら
の
防

災
研
究
者
の
指
摘
を
十
分
に
受
け
止
め

て
社
会
的
な
仕
組
の
中
に
浸
透
さ
せ
る

た
め
、
D
震
災
経
験
を
活
か
し
、
防
げ

る
被
害
を
防
ぐ
施
策
を
実
行
す
る
。
勿

国
の
防
災
政
策
の
新
し
い
動
き
と
し
て

数
値
目
標
を
設
定
し
て
い
る
が
、
地
震

発
生
確
率
○
・
四
の
解
釈
を
行
動
に
移

す
。
鋤
震
度
'
弱
の
被
災
体
験
か
ら
震

度
6
の
状
況
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
教
訓
を

学
ぶ
。
な
ど
を
具
体
的
に
生
活
や
仕
事

に
反
映
し
て
日
常
性
の
中
で
問
題
を
考

え
る
こ
と
が
鍵
で
あ
る
。

 
新
し
い
時
代
の
魅
力
あ
る
都
市
像
を

目
指
し
て
都
市
と
住
い
の
安
全
を
考
え

る
基
本
は
、
ア
メ
ニ
テ
ィ
ー
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
と
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
の
三
つ

の
課
題
が
満
足
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

 
魅
力
あ
る
都
市
を
目
指
し
て
、
景
観

の
整
備
、
美
し
い
緑
と
冗
長
な
空
間
と

潤
い
の
あ
る
〉
ヨ
Φ
艮
受
、
人
間
関
係
や

近
隣
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
地
道
に
充

実
さ
せ
た
O
O
ヨ
ヨ
β
づ
詳
く
、
そ
し
て

ハ
ー
ド
な
都
市
構
造
と
建
築
構
造
を
確

保
し
た
 
ω
Φ
o
ξ
誘
く
が
均
衡
性
を
保
っ

て
形
成
さ
れ
る
こ
と
が
目
標
で
あ
る
。

都
市
の
安
全
は
都
市
の
魅
力
あ
る
感
性

と
住
民
と
の
緊
密
な
連
携
の
あ
る
人
間

関
係
に
支
え
ら
れ
た
社
会
が
安
心
安
全

・
の
均
整
の
取
れ
た
地
域
の
融
合
に
あ

る
。 

地
域
に
は
地
域
の
歴
史
や
風
土
や
伝

統
が
あ
る
。
そ
こ
に
住
む
人
間
の
人
情

や
考
え
方
が
あ
る
。
地
域
の
こ
れ
ま
で

の
歴
史
や
自
然
環
境
を
十
分
に
考
慮

し
、
現
状
の
社
会
的
条
件
を
併
せ
考
え

て
地
域
に
固
有
の
対
策
を
打
ち
た
て
る

べ
き
で
あ
る
。
日
本
全
国
東
京
に
右
に

習
え
方
式
の
横
並
び
意
識
で
は
地
域
の

安
全
は
本
当
に
守
れ
な
い
。
こ
れ
か
ら

地
域
の
風
土
に
あ
っ
た
地
域
の
安
全
と

防
災
対
応
を
真
剣
に
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
 
(
二
〇
〇
五
・
五
・
三
一
記
)

 
関
連
参
考
資
料
:

 
L
 
福
岡
市
災
害
対
策
本
部
発
表
(
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
上
)

 
2
 
地
震
被
災
度
判
定
資
料
(
阪
神
大
震

災
・
鹿
児
島
地
震
・
玄
界
灘
・
福
岡
市
内
)

 
3
 
福
岡
県
総
務
部
消
防
安
全
課
の
災
害

統
計
 
委
員
会
資
料

 
4
 
内
田
一
郎
:
”
福
岡
沖
地
震
”
、

「
福
岡
の
暮
ら
し
と
自
治
」
二
〇
〇
五
年
四

月
一
五
日
第
一
、
一
二
八
号

 
5
。
土
木
学
会
誌
二
〇
〇
五
年
四
月
号

特
集
写
真

 
6
 
朝
日
新
聞
、
日
本
経
済
新
聞
、
西
日

本
新
聞
の
福
岡
地
震
関
連
記
事


